
回復期リハビリテーション病棟協会
ソーシャルワーカー10か条（第2版）

 1. 「相談」の専門職として、
しっかり患者さん・ご家族の相談にのろう

 2. 身近で相談しやすい存在として病棟に顔を出し、
  　こちらからも声をかけよう

 3. その人らしい生活とは何かをアセスメントしよう

 4. 障害受容の過程を支援しよう

 5. 患者さんの自己決定に基づいた退院援助をしよう

 6. 退院後の生活を常に気にかけて援助しよう

 7. リハビリテーションチームの一員として
  　相談援助のプロセスをチームと共有しよう

 8. カンファレンスでは、
患者さん・ご家族のニーズを把握し、代弁しよう

 9. 常に最新の社会資源の情報収集・情報提供、
  　新しい社会資源の発掘を心がけよう

 10.  地域との窓口になり、
  回復期リハビリテーション病棟の理念を地域に啓発しよう
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